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携帯電話用周波数の利用拡大

⚫ 携帯電話用周波数は、加入者数の増加、携帯電話の世代進化とともに高い周波数帯を開拓してき

た経緯があり、相対的に低い周波数ほど、追加確保可能な周波数が少ない状況

⚫ 1GHz以下の携帯電話用周波数は、合計１５６MHz幅が割当て、運用されている

✓ 700MHz帯66MHz幅、８００MHz帯60MHz幅、900MHz帯30MHz幅
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900MHz帯の活用可能性

⚫ 1GHz以下の周波数帯は、広いエリアカバレッジや屋内浸透性の高さ等の伝搬特性から、携帯電

話ではカバレッジ確保のベースを形成する周波数として使用されている

⚫ 携帯電話としての周波数活用の可能性は、標準化団体である3GPPにて規定されたバンドプラン

に沿った利用が可能か否かにより、大きく異なってくる

✓ 既存バンドプランに沿った利用が可能な場合、エコシステムの恩恵を享受し、経済的かつ効率的に活用が可能

✓ バンドプランが存在しない帯域の場合は新たに3GPP標準化が必要、グローバル利用が見込めない場合にはエコシス
テムの恩恵を享受できない

⚫ 検討対象の周波数帯は、高度MCAと同様に3GPPのバンドn8に沿った周波数利用（5MHz×2）

が可能であり、５Ｇ用周波数としての活用が周波数有効活用に資するものと考える
総務省電波利用ポータル 我が国の電波の使用状況  使用状況の詳細（令和７年３月１日現在）より抜粋
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（参考）携帯電話及び全国BWAの基地局数（令和6年3月末時点）

令和６年度携帯電話及び全国BWAに係る電波の利用状況調査の調査結果の概要（令和７年1月10日公表）より抜粋
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携帯電話システムへの容量対策

⚫ 1GHz以下の周波数帯は、カバレッジ確保のベースとして活用されるが、屋内に浸透しやすい特
性から、屋内トラヒックを吸収し、都市部では容量がひっ迫しやすい傾向にある

✓ 屋内基地局設置や、1GHz超の周波数帯での屋外からの容量対策も並行して実施

⚫ 今回10MHz幅が携帯電話用に追加された際には、カバレッジベースの周波数に厚みを増すこと
ができ、ひっ迫傾向の緩和につながると考える

例）都市部の屋内での活用イメージ

1GHz超

1GHz以下

• 屋内に浸透しやすい1GHz以下の帯域が屋内トラヒックを吸
収し、容量がひっ迫しやすい傾向

1GHz超

1GHz以下
（+今回の対象帯域）

• 今回の対象帯域を利用することで、ひっ迫傾向の緩和が可能
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IoT向けアプリケーションとしての活用

⚫ IoT等に特化したアプリケーション用としての活用可能性も検討（RedCap/eRedCap等）

✓ 活用可能な周波数幅（5MHz×2）と、後述する800MHz帯携帯電話との干渉関係を考慮し、より狭帯域での活用が
諸条件にミートする可能性があると想定

5MHz幅の場合は
・DL:35Mbps
・UL:10Mbps
程度と想定

令和6年7月30日 新世代モバイル通信システム委員会 第34回技術検討作業班 資料34-2より抜粋
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（参考） RedCap/eRedCapの主な無線関連仕様

令和6年7月30日 新世代モバイル通信システム委員会 第34回技術検討作業班 資料34-2より抜粋
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技術的課題

⚫ 検討対象周波数帯のうち、895-900MHzは端末送信（基地局受信）としての活用を想定

✓ 800MHz帯携帯電話の基地局送信（端末受信）とのガードバンドは5MHz幅となり、以下の干渉に関する技術的
課題について対処が必要

高度MCA端末送信→800MHz帯端末受信
への共用検討結果

• 3GPPの端末送信スプリアス規定値である
最大-40dBm/MHzでは800MHz帯端末
受信に対して共用不可

• 共用可能とするためには、端末送信スプリ
アスを最大-50dBm/MHzとする必要があ
り、送信信号のリソースブロックを8以下に
制限することで実現可能

平成30年5月15日 陸上無線通信委員会報告
「900MHz帯自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件」より抜粋

800MHz帯
基地局送信

800MHz帯
端末受信

基地局受信

端末送信

干渉影響①

干渉影響②

✓ 端末間干渉

800MHz帯端末受信への干渉影響①を回避するため、検討対象周波数
帯の端末送信時におけるリソースブロック制御や、小セル化（端末送信電
力の抑止を考慮した置局）が必要

✓ 基地局間干渉

検討対象周波数帯の基地局受信への干渉影響②を回避するため、
800MHz帯基地局と近接して基地局設置する場合には、サイトエンジニ
アリング等の対処が必要（他社運用の際は事業者間調整が必要）

リソースブロックを8に制限した際の端末送信スプリアス
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（参考）3GPPにおける端末の送信スプリアス規定

⚫ 3GPP規定では最大-40dBm/MHzを満たすようにしか動作しないため個別に制御が必要

【3GPP TS36.101(LTE端末のスプリアス規定)抜粋】

【3GPP TS38.101-1(NR端末のスプリアス規定)抜粋】






